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腸管外に置かれた各種畑虫卵の態度

並びに運命に関する研究

(1) マクスの腹腔内に投与さ れに場合

~~11 井 夫官
問

大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長 森下京教授）

（昭和 34年 1月29日受領）

特別掲載

まえがき

蜘成虫が，乏の木来の？，￥牛部位て、ある腸管からはなれ

て，諸臓·~~に迷入するととは， j五々 j店遇するととろて、あ

る、でれがたまたま雌虫である場合， 七とれらの部位ても

当然産卵する。 ζ のようにして腸管外て産下されるか，

叉はをれ以外の何らかの理由によって，宿主てある人体

の異所xは組織内に侵入した畑虫卵によって，一定の病

変をおとしたという報告は内外にかなり多いが，その殆

んどが偶然に見られた症例νどあり，これらに関し℃我々

のもつ知派は，｜析片的てある。又異所て多数に産下され

た虫卵が，一体どとへ行き，としてどうなるのかという

松な虫卵の述命に迄及んだ報告はあまり見なし、。

胴虫卵の侵入によヮて，一定の病変をおとしたと云う

報特ぬ，主として肝臓， W臓，胆蛍，腹腔内或は大網膜

に於けるものであるが，石川 (1920）は腹腔内眼療と予

術した例の大網膜に，がJ小児頭大の量腫必開物と大網膜

淋山口j）の腫脹があり，との淋巴自［JJ)壊.？！［府に多数；の胴虫

卵があるのをこ見て，をれらの組織学的所見がら，虫卵は

淋巴流によって淋巴節に述し，こ〉に異物結節を形成し

たもので、：わらうとほ定している。メなお肝臓や／］苓）臓や胆

裂r1nと於ける，多くの蜘l虫卵に·Ji'~（村する ~，JI変についても

111くから胆汁や枠液の瞥滞による：卵の機j:1史的押込説や

血行説，或は淋巴説勺；があるが，と5いうことから，不

動性の胴虫卵ても何らかの機転によって，体内主移行す
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乙ということが考・えられる。ズ他の師虫類，例えば肺吸

虫，日木住血吸虫，肝l吸虫下の虫卵が，f百主体内のいろ

いろの具所組織，4≫｝に脳"fl.：にも見出だされており ，をれ

らによる病変.・：f,i'liGられているととよりしても，虫卵の

移行の事実や，をの経E存在別確にするととはill史な問題

てあると考えられるο

叉姻虫卵の主Jl命に関し℃じ ，石川(1920），三宅（1924),

笠谷 (1913），京（11)2¥J),'lJ.涜（1934）勺；によ乙と，虫

卵iま多くの場合，異物E制｜！日包等の山引によって／LJlrn者喰

せられ3 内有の卵j肢を失ヨと共に，結（11］は結合織の増生

に伴コて組織化されるものと号えられる絞な像士報じて

いる。ととろが，問題は， j回虫卵が組織内て）｜｜口調に発育

して，｛子虫包蔵卵九完成したと云う報告のあるcとであ

る。すなわち，Makai(1022）は肝臓膿疹中に 5貨の阻

成虫と仔虫包政卵と？と：認め，Africaら (1936,1938）は

穿孔性腹膜炎にて死亡した・ー灼；－人の腹腔内の虫卵結節中

に仔虫包蔵Pl~を認め， 叉なお実験的にjiiの1民間内に1町並L

卯を投与して前培に述到する仔虫色：J成卯に迄JGffしてい

るのを見て， ｜’l京感地のおをれがもると報じている。

とヨいう報千！？を見ると，人体の具所て産下され，又は

組織内に臼入した胴虫卵は一体どうなるのか， ~fi:v，こくわ

しく検討してみる必要壬！必ずる。

ζ 〉に於いて宵：nは，店主体内具所に：円かれた種々の

iliJnl虫卵について

1) その虫卵の巡{itJについて，とれら民所叉は組織内

におかれた虫卵は，どこへ行き，結局は，どうなるのか

というとと

2) 虫卵のJETJについて，"liしをの順調な発有企遂げ

た場合に，Jill動仔虫均］卵を完成し，と〉に白家J進出がお

とり得る可能性があるか否かということ。叉乙ういう発
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育の事実と，をの発育し得乙場合の因子は何かと云うと

と

お それらの胴虫卵によっておとる病変の比較系統的

な観察

等について検討するとととした。

ζ ういう目的をもって実験全行うにあたり，実験動物

を用いると，蜘虫卵については，非同有宿主の異所組織

というととになり，人体の場合と門ら条件が異なってく

るが， Africa らも猿を用いているので，著者は便宜の

ため，先づ、マウスを用いて，をのいろいろな組織に種々

の蜘虫卵を投与して，人体組織内に於ける場合を考察す

る間接的な知見を得ょうと考えたのである。

こうして， マウスの脳， 腹腔， 大腿筋等の一定部位

に，種々の姻虫卵を注入して木研究を続行して来たが，

一応の所見を得るに至ったので，乙〉に報告することと

する。

まず，第一報として，マウスの腹腔内に投与された，

豚，犬，馬等各種掴虫卵についての成績を述べる。

実験材料及び実験方法

実験に使用した畑虫卵は，豚，犬及び馬の生鮮姻虫の

子宮より，司及的無菌的に採取した受精単細胞期卵て，

とれをあらかじめ，20%アンチホノレミンて15～30分間脱

蛋白脱して使用した。をの他，j音長ーして得た豚畑虫完熟

仔虫包蔵卵も用いた。対照として，豚畑虫単細胞期卵を

60℃30分間加温して殺した卵，及びとれを 1.5%硝酸銀

液に入れ，約10日間日光にさらして得た黒染掴虫卵をも

使用した。

実験動物には，平均15gのマウスを用い，雌雄は特に

顧慮しなかった。

虫卵注入部位は，常に一定にした。すなわち，腹腔の

場合は，毎常マウスの！蹄11!命と左前日易骨聴を結んだ線，す

なわb，左瞬腸線の中央から注入し，腸管や血管を傷っ

けないように， 1/1注射針の先端を鈍にして使用した。

注入には，生理食塩水にて上記虫卵の濃厚な浮j前夜を

っくり ，注射量は O.lcc中約2000個浮治せるものを 0.2

～ 0.3cc，すなわち，4000～6l100個見当とした。

検査方法は，上記のようにして，下腹部腹腔に注射し

と虫卵を追って，時間的にマウスを殺し，先づ腹部の表

皮をまJj離して，腹筋上の肉眼的所見を検した後，腹壁を

瞬愉を中；L-..v·こ 4 部に好ち ， 腹筋を ll~tl出して二枚の載せガ

ラスにより圧平して検査するわけであるが，一般に，組

織内に於いて虫卵が或程度かえまっていると，強拡大ノレ
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ーへ（10×，20×〉，ま花は，解剖顕微鏡により， その大

体を観察する事が出来るので，腹腔内の検盗には，まづ

との方法て充分観察するとととした。その後，細部につ

いては，腹腔の各部の臓器や組織を，可及的正確に解剖

学的部位を確めつつ，生材料のま）.3J~tl出し， 上記の圧平

椋木を作製して検査するか，摘出した生材料を，そのま

まラクトフエノールて透徹して顕微鏡下に検し，叉一方

ホルマリン内定して，型の如く連続組織切jヤ｜県木正作製

し，ヘマ トキシ リン・エオジン染色して在日察した。

胸部を特別に．検査する場合に廿， 腹部には一切触れ

ず，直接胸部の表皮を剥離して胸腔に述し，上記の方法

により検査し守成績の正確を期したつもりである。

姻虫卵発育過程の表現は種々あるが， 主に Brown,

伏見の分類によった。すなわち，虫卵の各発育段階を単

細胞期，早期桑実期，後期桑実期，麟斗期，迎勤仔虫期

の 5期に好け，ζれに変性卵を加えて観察した。

第 l～4:t之に示した掛4十＋は2 数百個，数十個，数個

の虫卵の意味てある。叉虫卵結節の項の＋ーは，単に形

成の有無を示し， 土は，非定型的な結節のみを認めた場

合に使用した。

実験成績

豚畑虫単細胞期生卵15例， 豚畑虫死卵10例，豚畑虫完

熟仔虫包蔵卵 7例，犬畑虫単細胞期生卵15例， 鳥畑虫単

品III胞期生卵14例，合計Gl例について実験を行い，第 1～

4表の如き成績を得た。

とれら個々の実験例だけから，夫々の結果をまとめる

には，少数例に過ぎて，一見不備の様に思えるが，とれ

ら各種胴虫卵の相互の問には，一応の共通点と一つの傾

向が認められ，とれを全体としても，一つの成績としてま

とめうること，叉著者は，木実験と併行して，約80例の1

マウスの脳及び大腿筋にfrij慌に各種畑虫卵を注入し，同

様な観察を行って，これらからもほ三同政の傾向を認め

たとと等から，これらの成績を基礎にして，検討を加え

ること〉した。きして豚姻虫単細胞生卵の成績を一つの

代友として，r~細に記，，占し， その他の場合は ， それとの相

迫点を主として記，，止することとした。

I.豚畑虫単細胞期生卵

2』時間日

注射局所の左下腹部の腸壁腹膜や腸間膜等には勿論多

いが，大部牙の虫卵は注射局所よりも上部の大網膜，胃

牌間膜，胃結腸間膜等に多く認められ，叉胃小汚から肝

門部附近の上腹部腹膜中にも多数認められる。叉深部の
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註 ： l）左下腹部腹膜は注射局所附近の腹膜及び腸間膜を意味す， 2）上腹部腹膜は横隔膜下面の雛接即ち前

及び左右の側肝間膜，肝門部，小網，大網，胃牌間膜，胃結腸間膜，小腸間膜キ良部等，上腹部の臓器腹膜及

び壁側腹膜を意味す， 3）骨盤腹膜は直腸，子宮，卵管，跨脱等を覆う腹膜である． 4）小丘状白斑及び繭

様虫卵結節は本丈参照． 5）縦隔洞は肺門部及び，大動静脈管壁，食道周囲及び心嚢壌を合む， 6）腹筋は

左下腹部筋，左上腹部筋，右下腹部筋，右上腹部筋等全部を合む． 以下の表は同様に表現す．

の

胞数）

そ

度（細程育

若ま

ある。

1例には左胸部の肋間筋にも認められた。

牌，脳等の臓器中には認められない。

虫卵の発育は未だ全部単細胞期てある0

48時間目

腹腔内ては大部牙の虫卵は，24時間目と同様に上行し

て上記の上腹部腹膜中に多数認められるが，1例は上腹

部腹膜中には少し骨盤腔に多数の虫卵を認めた。すな

わち，直腸や子宮及び卵管を覆う腹膜上に集団をなして

認められた。

上腹部腹膜中の虫卵集団を周囲組織と共に摘出し，圧

平して検すると，虫卵集団は，蒋く透明な光線を屈出！す

る粘液様のもので周囲から境されているのを認める事が

ある。

叉1例には腹壁に肉眼的にや〉白色を帯びfヒ不透明粟

粒大の斑点があり ，検すると，をの内容は多数の虫卵で

あり ，をの殆んどが単細胞期卵であるが，中に 2～ 8細

胞に分裂したものも認められた。

横隔膜部を特？と圧平して見ると，そのどとにでも虫卵

腎，肝，

( 142) 

小腸間膜恨部や腹大動静脈を覆う腹膜から，｛［1yJiM膜と肝

1蔵の聞の左右の側肝間膜及び前肝間膜にも多数の虫卵を

認める事が出来る。虫卵は多くの場合，数十ケ叉は十数

ケの集団をなすが 1ケ叉は数ケが遊離している事もあ

る。時に連鎖、状に併列し，叉間膜や腹膜の倣援に数条の

帯状をなしている事もある。

叉1例に腸間膜恨部淋巴節を圧平して，十数ケの虫卵

を検する事が出来た。

1例には胸腔にも証明した。すなわち，縦附洞の食道

及び胸大動静脈附近と肺門部から犬ノぐ十数ケの虫卵色証

明した。

2例には横隔膜からも証明した。すなわち，横倒膜の

みを注意して摘出し庄平して検したが，数十ケの虫卵が

集団をなして認められた。

腹筋にも多数の虫卵が認められたコ陸側腹膜を可及的

にまlj離し，圧平して検したが，最も多いものは，常に注

射部位の左下腹部て，次いで左上腹部，右下腹部，右上

腹部のJI原に，夫々数百ケ～数ケの虫卵が認められた。と

の虫卵は筋東に沿って数珠状に連鎖している事も屡えて
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は発見されるが，特に中央の膜除部及びfll"u惟部附近に泉

川をなしてみられる事が多い。

腹筋には 2例共認められ，圧平して検すると，顕微鏡

下にはマウスの三周の筋j持の内，いづれの府にも侵入し

ているように見える。叉左下腹部の注射口附近に密集し

ている事が多いが，左；＇！＼践淋巴節附近に多く認められる

事があり，叉速く右上腹部にも認められる。 1例にm.m実
淋巴節を庄平して中に数ケの虫卵を証明した。

2例には胸II空にも発見した。

72時間目

注射局所，及び大網，小網，腸間膜！良部，前肝間膜，

左右の側肝間膜等の上腹部腹膜や，腸間膜！宍部i林巴節，

横断膜，腹筋（左下腹部，左上腹部，右下腹部〉下に多

数の虫卵を認める。

虫卵は24時間口，48時間11と同械にとれらの部に大部

分は集同をなし，叉幾条かの；ι鎖、状をなし，或はn.rに1

ケのみ遊離して認められるが，中に肝臓や牌臓の実質臓

器上に，叉は胃や腸管壁にも，粟粒大乃至響粟実大の白

斑として，明確に限局せられて認められるものがあり，

多くは小丘状にや〉隆起し，臓器腹膜に同着してい乙。

叉とれらの臓器腹膜から遊離して，全く孤立した白色の

結節として認められるものがある。このものは，粟粒大

から半米粒大て，多くは繭様の形態をtc):.し，真珠総叉は

陶器様の光沢があり ，や〉硬く ，弾力性がある。腹膜と

はどく一部連絡している事もあるが，多くは全く遊離し

ている。

とれら2種の白色結節の内容は，多数の虫卵である。

単細胞期のものと 2～4細胞に発育したものと混じてい

る。 中に卵細胞に大小の頼粒状物や空胞状のものな混じ

た変性卵も認められる。

上記の臓器腹膜に間着した虫卵結節と，遊離した繭Jゑ

形態の二種の虫卵結節は，腹)j空内に相当呈の姻虫生卵色

注入した場合，姻虫卵の種類に関せず，毎常，殆んどI］反

腔に特異的に形成せられるもので，著者はとれらを使n
上，以後，前者を「小丘状白斑」後者を「繭様虫卵結節」

と呼ぶこととする。

とれらの虫卵結節は，虫卵の迎命を追究するのに恰好

の目標とする事が出来る。

5日目

畑虫卵の移行部位については，241時間円，48時同n,
72時間日と同慌てある。

虫卵の限局性傾向は強く ，腹腔内には 2例共小正状「i

斑や繭慌虫卵結節を認めるが，まだ1ケ～数ケの遊離の ・

( 143) 
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状態にある虫卵もある。

これら虫卵結節内ては，虫卵は2～4細胞に発nをぷ

すもの，未だ単細胞のもの，種々の程度の変性卵写生認

める。

腹筋に認められる虫卵について，左下腹部筋の辿杭組

織切片｛索木と作製し，検した所，虫卵は三府のいfれに

も侵入しているが，との際，筋肉府聞の援疎結合織の中

に多数侵入しており，筋肉組織の中に介在しているもの

は，稀である。すなわ5，虫卵はタト筋周膜とタト筋周脱の

聞に多くの肉庄似品III！自浸j問によって限局せられ，稀に内

筋向肢の聞にも介花している事になる．。内側の腹18：筋に

持した壁側腹膜には，；？？に多数の虫卵集団が附汚してい
日

0o  

8 II目

虫卵の移行部位については241時間円， 48時間円等と同

慌てある。腹腔内には 2例共，小丘状白斑や繭様虫卵結

節は形成せられているが，モの他の腹腔内には顕著な肉

眼的変化は認められない。腹膜上には未だ1ケ～数ケの

遊離した虫卵を認める事が出来る。とれら二種の虫卵結

節をノレーペて拡大して見ると細い毛政血管の昂：輸が認め

られるものがある。

乙の繭様虫卵結日／）を圧平探木，叉はラクトフエノール

て透徹して観察すると，8円円のものでは，種々の程度

の変性卵が多数に出現しているのを知る。すなわZ，師1

虫卵の 卵細胞には多数の大小の穎粒や空胞状物が出現

し，色調も混濁して透明化し，卵殻も変形し，卵内容の

J1)J壊している虫卵が，一方には生存し， 2～4細胞に発

育する虫卵と同時に混在している。中には卵内容は汚械

灰白色泥状に崩壊して，遂に流出し，卵焼のみが認めら

れる事がある。

他の腹腔内に認められる虫卵のうち，上記の顕蒋な虫

卵結節を形成しないもの，及び腹筋等に見られる虫卵集

団の顕微鏡的所見は，始め蒋く ，透明な膜慌に見られた

被膜も，次第に黒づんて来て，大小席、粒の不明瞭な限界

をもっ 不快形被膜にょっ・て包｜刑されるようになる。こ

れらの虫卵集団の中ても，一方では発育し，一方では変

性，崩壊していく 虫卵が混在している。

尚1例に脳の脳底核付近の髄Pi・中に十数ケの姻虫卵を

発見した。

11日目

虫卵の移行については，上記のものと同様て、ある。 ζ

の例ては胃大河の下縁に半米粒大の繭様虫卵結節がある

が，色調が帯灰褐色て周囲と癒舟している。 ζのもの 〉
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J<.聞には新生血管をともなった汚い肉芽の増殖がある。

内容は，汚1波帯黄灰白色泥状の膿際物て充たされ，中に

虫卵を数十ケ包蔵するが，少数の単細胞期及び2～4細

胞のもののタトは大部分が種々の程度の変性卵てあった。

ζ九うの所見から，との虫卵結節には，細菌の混入も考

えねばならぬ。その他に粟粒大，乃至響粟実大の白色陶

器様光沢のある繭様虫卵結節や小丘状白JXEもあり，これ

らに；立，細い毛様血管の’，J.J11Uがある。とれらの内容には

変性卵の増加も日立つ。叉全体として発見される虫卵数

が？？減している様に思われた。

腸間膜！良部淋巴節にも虫卵を証明した。

その他の腹腔内の多数の虫卵は，移粒状物や被膜によ

って包Pftされて，もはや1ケのみ遊離しているものは認

めなかった。

15円円

腹腔内には特に強い変化は認められないが，然し10数

ケの粟粒大及び嬰粟実大の小正状｜「Hl及び繭儲虫卵結節

を認める。

虫卵結節周囲の新生血管の叩：l献立顕著で，中には薄い

肉芽組識の増殖て粟粒大小正状I斗mの一つは脇と同色の

存Jい帯褐紅色を呈するものがある。とれら虫卵結節内の

変性卵：立著しく増加して，4～8刺胞にまで強育した虫

卵等と混在する。 嬰粟実大¢繭慌虫卵結節と思われたも

のの1つを圧平しても，内容は汚綴灰白色泥状のもので

虫卵ぷ証明しえなかった。

25 ［］「i

上腹部腹膜に 2個の小丘状（I斑がある。とのうち 1個

の器粟実大白j在中に 1個，他の粟粒大白斑中に10数個の

虫卵と証明した。虫卵はd～ 8細胞に発育し，開状の汚

版灰(I色流動物によって充たされて，をの中に虫卵が浮

排しているようである。虫卵結節周囲には，未だ品目い血

管の正申118がある。

左下腹部の腹筋中に粟杭大：10白色の班点があり，中に

数10闘力安性卵及び4～ 8細胞の虫卵を証明した。

叉 ff~践部の腹筋中にも 4 細胞に兎育した虫卵を 1 個：証

明し之心乙れは，完全に装胞：伏に被包され，虫卵と被膜

との間に間隙すら認められた。

li.豚畑虫完熟仔虫包蔵卵

豚1回虫単細胞期卵を 2.590ホルマ リン水にて302025日

間培益して得た完熟仔虫包蔵卵を，単細胞期卵の場合と

問機（こ左下腹部，j開腸線中央から約5,000個注入して，

24［時間円，48時間日，72時間口，5日日，8日日と経過

を迫って，同様に観察した。

〔寄生虫学雑誌、・ 第 8巻・第 2号

(1）虫卵の移行について（第2点〉

単刑II胞期生卵の場合とな差異が認められない。すなわ

ち，大部牙は上行して上腹部腹膜及びlilil;M脱に，一部は

左下腹部筋から左Jn~実部及び右下腹部下の腹筋中に ， 叉

48時間n,5「inのものの 1例には胸腔の縦r;M洞等及ぴ

肺門部に認め，8円日の例は明きらかな仔虫包蔵卵を脳

の脳成核附近の髄質中に認めた。

(2）虫卵結rmについて

5 II円のものの肝111］部付近，srl円の上腹部腹膜及び

印刷膜部に，粟粒大灰白色の繭様虫卵結節を認めた。中

に多数の仔虫包蔵卵を証明した。

(3）如化仔虫の検索

2:1時間「I,48時間口，72時間「！のものには如何なる部

にも脱殻した幼虫を認める事は出来なかった。

5日日のものの 1例のJfiil;M膜を圧平して，多数の仔虫

包蔵卵の集団中に 2隻の］苦心する幼虫を発見した。との

幼虫は，力日il1i¥.Uこより活発に運動したが，虫卵集団から離

れた部位の体腔内や筋肉組織及び臓器中には，遂に幼虫

は発見出来なかった。叉他の l例にも遊離幼虫は認めな

かった。したがって，圧平する時のタ卜力によるものか，

自然に肺化したものかの判別は困難であった。叉 8日目

の脳に認められた仔虫包蔵卵中にも脱殻した幼虫を認め

得なかっえ。

m.豚！岨虫死卵

対照として，版畑虫単細胞期卵をwe,so牙加出して

殺し， 同僚にマウスの左下腹部の断腸線の中央から約

5,000個注入した。 241時間「I,48時間日，72時間口，4

日［I, 5日日，10日円，15口口と観察し，た結民は次の如

くである。

(1）虫卵の移行についてく免・2表〉

虫卵の移行部位については生卵の場合との聞に差は認

められないが，死卵の場合，日n与の経過したものでも，比

較的に下腹部腹膜や小腸間膜にも相当数の虫卵が小集団

をなして散在している。大部外の虫卵は，同憾に大網，

小網，肝111］部，円牌間膜，前及び側肝間膜等の上腹部腹

膜や，依1;1¥c＼膜，一部は胸腔の縦附f同等に主として上行し

ているが，腹筋（主に左下腹部筋〉や，骨盤）陸にも移行

している。

(2）肉眼的所見の特徴について

死卵の場合は，生卵に比して限局される傾向が著しく

強く ，且ヮ早期であり叉虫卵周囲の反応も比較的顕著で

あるようである。

2」時間LIのものは，既に殆んどが限局iされている。胃

( 144) 
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ーものがヤ》り ，多数の崩壊した虫卵乍蔵しているが，腹腔

中には虫卵は認められなかった。

7211与問円：注射開所及びその附近の小腸間膜の細小血

管；こ沿って嬰粟実大に被包された小虫卵集同た多数認め

る‘筋肉中の虫卵周囲の反応も強い。

4日「l：小腸間膜の細小血管に沿った緯粟実大乃至微

細.i.~状の小虫卵集団は透明な被膜によって完全に被包さ
れ，周｜州立著明に充血し，怪い炎症像を呈する。腸！立腹

膜にも同様のものがある。 腸間膜淋巴節は腫大してい

る。 nu実部淋巴節も1重大し， その中に胴虫死卵を認め

た。

15日円：腹腔内に虫卵を認めず，淋巴ffi'iの聞大もなく

た三左下腹筋にのみ小数の崩壊した卵波及び，！！白黒色に

限局されfと。不明瞭問塊を証し得た。

JV.犬畑虫単細胞期卵

マウスヨつ左下腹部の同様の一定場所から，犬畑虫113.品／fl
胞卵を約5,000伺注入して，24時間／／，48rl,'i問II，引！

日， 5円同， 7円口， 8円目， 13円r1, 20日「／， 60円｜！
と観察して第3去の隊な所見を得た。す立わち，マウス

体内に於ける虫卵の移行部位や，卵の｝B育及び死滅等に

関する虫卵の運命にヲいては，豚j回虫単細胞期卵と！史木

的な差異を見出す事は出来なかった。しかし，次のよう

な，或程度の特徴は見出す事が出来る。

(1）犬畑虫卵の移行部位について

24時間口に於ける虫卵の移行部位は，！尿胴虫卵の場合

と殆んど同様である。すなわち，大部分は上行して，大

網，小網，肝門部，胃牌間膜，杭附膜の前及び！日1肝間膜

等の上腹部腹膜から，一部は間隔膜を突破して胸腔中に

移行する。時に一部は下行して直腸，卵管，子H等をほ

う腹膜へ，叉一部は主として左下腹部及び左m際部の腹

筋組織中に移行するのが主な移行部位である。

とれらの移行部位に於ける特徴は，犬胴虫卵の場合は

豚姻虫卵の場合よりも，早期に且つ比較的WJI療な限界を
もって被包される様てある。、

すなわち，2』時間自には虫卵集団の周問には，薄い透

明な被膜を認め得るものが多く， I例には肝臓や牌l臓表

面の虫卵集団を小白斑として認め得た。

48時間口には， 殆んどすべての虫卵は小集団を形成

し， 比1佼的透明な薄い被膜によって限局される事が多

い。との時期にはもはや遊離の状態にある虫卵は殆んど

認める事が出来ない。肝門部や骨盤腔から薄い被膜につ

つまれた虫卵集団を嚢包のま〉摘出し得たり，叉1例の

如きは胸腔の肺門部淋巴節附近及び校｜凶膜に面した心嚢

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 2 号

授から嬰粟実大の？；！ん、被膜に〈！」まれは虫卵民間を－i~~I[ ＇，し
た。

72時間円以後には，虫卵ワミ問の悦映は薄い透町！なもの

から次的に不透明となり ，遂に厚いI’l色の被膜型形成す

るに至る。

腹腔内に於いて，典明的カ：小Ir.状［’Ir荘や繭砧虫卵私1指：11
として認められるのは，4円川以後からである。 1311日

のものの 1例は，上ll反白／）腹膜には虫卵生認めず，丹慌腔

の直腸に接した部に半米粒大睡疹状のn色虫卵結節を証

明した。

(2 ）え；畑虫卵の発Ti~ について

犬畑虫単品Ill胞卵の発1守は，豚胴虫卵と日慌にマウス体

内の如何なる場所ても符まれる。すなわら，腹腔内のい

たるところの腹膜上，小丘状（--1Hl；や繭i玉虫卵結節等の虫

卵結節や， Jlf~o腔内や，叉は防川股， H主筋ノ手の筋間結合織
内である。

叉その発TIは豚胴虫卵の場合よりも非常に早く ，2却！r
no日に 2～4細胞， 4811！］＇同日にして 8細胞， 4口口には

苅んどの虫卵は 8細胞矧～多細胞期に迄充育している。

1)（：し 4n口以後は如何に1111年も経過しても多細胞期以後

の）£ffを示したものは遂に認める事が出来なかった。す

なわ:G犬畑虫単細胞卵のマウス体内：こ於げる発育は，版

91Ji11虫卵の場合と同時に， 早期桑実期迄と云う事が出来
'7 
Q 。

(3）犬畑虫卵のJ!TI命について

腹腔内に注入された犬胴虫J'j'L細胞卵ば24～48時間目に

は，その殆んどが被包される。とれらのI/1ても，虫卵は

一定J文の発育を示すが，IIて盛なる生体の反応、民よって，

いずれは種々の程j立の変性卵に変っていく慌に思われ

る。これらの観察には，腹腔内に形成される小丘状白斑

や繭慌虫卵結節について，経過を追って調査した。

犬畑虫単細胞卵は， 豚j胴止L単品JnH包卵 よりもや〉大き

く，円形て卵；設も汚く ，卵細胞は殆んど卵〉設を充たし！！吉

川色に尽づんでいる。

ζ れらの虫卵の上記虫卵創出自内てのJG育は， 2訓告間
「／， 4811,'f間目ては殆んどのものが 2～8細胞に発育して

おり ，まだ変性卵を見る事は少いが， 7～ 8日経ったも

のでは，多細胞期迄の種々の生理的活育段階の虫卵の他

に，多くの種々の変性卵が特に｜ ｜立ってくる。
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犬畑虫卵の卵細胞には，大小の！店、粒や空胞状物が出現

して，色調も透明化し，卵形も＋百円型叉は長崎円型に変形
して，あたかも豚畑虫卵の変性に陥ったものと形態的に

は殆んど区別がつかなくなる。史に卵細胞のみが崩壊し
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て遂に融解消失し，卵、j伎のみのI認められるもの，卵焼も

卵内容と共に}J'J]壊しつ〉あるもの勺rが，／1ijll与に認められ

よL。とれらのものが生がし克育しつ〉ある，黒づんだ川

形の虫卵と混配するために，乙のnsi明の虫卵結節内の顕

微鏡像は非常に特徴があ乙。

変性卵にも INIJI胞tl~J卵から変性に1;(fi っていくものと，

分裂期，多細胞期卵’s；から種々の程！支の変性に陥ヮてい

くものとが区別される。

Jとに13円11,20 l=l Uと1111,j＇の経過するにしたがって変

性卯像が顕著に明え，遂には繭成虫卵結節の内容は全く

汚綴灰白色流動物と化し，その中に卵殻や，小数の発育

過程の虫卵が浮抗しているように見えるものがある。

(4)肉眼的所見のtft！立について

組織学的所凡については後械に詳説し，肉眼的所見に

ついて述べ乙。一般に犬胴虫卵の場合は豚畑虫卵よりも

II主IJ空内に見られる変化は比較的強く且つ｜明瞭てあるよう

に忠わオしる。

a) 被包化傾向タ早期てfLつ顕著てある事

b) 白色のl~1J旅路）'t沢も llj)f!京であるが，一回肉茅の新

生も同住てあり，したがって腹腔内の病変は比較的苦明

てもる事

~!J·； である。

13 日 日のものの一例は， tr盤腔にr,1;1 ；；~1· した米粒大の虫

卵結節があり，そのえ面は注目い血管の新生をともなう淡

い混濁した肉芽の増殖で，えめに淡紅色である。叉他の

一例は，左下腹部の店側腹膜の米粒大肉眼慌の虫卵結節

がl付着し，大綱と癒指し，ーノjは大綱から，一方は下腹

出動脈附近から，夫次新生血管を随えた混濁した肉芽が

裂状にのびて，あたかもフリクテン性パンヌスを思わせ

るものがあった。乙の例でも日111~＇11~膜部，肝門部，胃大？号

A、f

庄り ，検鏡すると品問し、毛伯：血管の，.1::1愉が苫a明て、ある。

20 日口のものの，肝）臓」え面の1~1J

粒大乃至f杭細点：伏の内色結fliJが，多数砂粒状に散播し，

検すると，同掠に肝臓組織と明！確に境する虫卵結節てあ

Qo  

60日目のものは，腹腔内には虫卵結釘jは認めず，腹筋

にのみ数ケ認められたが，ζれらは皆，筋線維取の聞に

単丘して，完全な嚢包を形成し，灰白色泥状のものの中

に初期桑実期の虫卵が浮泌していた。

v.馬畑虫単細胞期卵

γ~ スの腹腔や脳に応~~ilj虫単細胞期卵を注入して， 今

までのようにその移行部位や発育について観察中，たま
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たま，応酬虫i:jl.却｜胞期卵のみは，マウス体内て順調な発育

な遂げて，泊施に運動する泌動仔虫期~11にまで発育する

のを見たc 乙〉に於いて，もし，cのイf虫がマウス体内

て成熟し， 一定の感染力をJ;'j:~ ， しかも組織内て前｛ヒし

得て，一定の体内移行をなし，｜斗有臓器に移行する事が

出米れば， Africaら (1936,1938）の主張する自家Jよ

おさのl司能d性が生じてくるわけである。

応畑虫卵の場イ？には，したがって版やλa胴虫単細胞卯

と同絡に，その移行や発1守過程をill先すると共に，その

運動仔虫期卵に迄発育した仔虫の，との後の主E命につい

ても観察することに興味がある。

をとて、，著者は，始め6例， あとから 8例について実

験し，以前と同線のブ·m~v.こより， 24時間「 I, 4811与問II, 

72時間11, 6 1111, s n「I,12日仁1,15 u 11, 30日日，

150日円 と｜時間的経過を迫って観察し，W4点のような

成績を得た。

とれらの結米ては，馬』刺虫単細胞朋卵は，マウスの腹

腔内て、運動仔虫期に迄は注し1.；｝.るが，とれが附化し得た

と云う所見は， 遂に1~ー られなかった。しかし材料せ・の都

合上，まだ少数例に過ぎぬので，史に：,lf！~肢をよQ加して，

検討するとととした。乙のi浩氏については，次報以下に

のべたいと思う。

(1）虫卵の移行について

馬j回虫単細胞期卵の場合も，虫卵の移行部位について

は，第4哀の如く ，豚及び犬畑虫卵の場合と差位は認め

られなかった。

虫卵の被包化傾向は， 犬胴虫卵の場合程顕著ではな

い。即ち，72附間口のものには帯黄色の粟粒大繭隊虫卵

結節を認めるが，まだ lケ～数ケのま〉遊離している虫

卵もある。

6日Flのものでは，腹腔内の虫卵結節の形成は顕持て

殆んどの虫卵は被包され，もはや遊離の状態のものは発

見出来なかった。

(2）虫卵の発育について。

マウス体内に於ける鳥畑虫卵の発育は，豚や犬咽虫rJ[?

に比して著しく早く ，をして活発に述動する仔虫包員長卵

を完成するという特徴がある。すなわち，2411，｝＇問自にし

て既に4～ 8*Ill胞期～多細胞期に迄発育している。 4811年

間｜｜ には殆んどのものが初期或は後期桑実用に，72時間

口にして 2～ 5%の割合に仔虫包蔵卵を完成し℃いる 0
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6 IJ「！のものは20～50%が仔虫包被成卵であった。

72時間日の仔虫は，体全体が粗大~ITi粒状或は油滴状のi

ものによって充Aとされ，何らの配列も示さないが，加rluL
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上腹部腹膜 州

骨盤腔腹膜・ 一

小丘状白斑

繭様虫卵結節
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72[1年間口の虫卵結節内には，単細胞期卵， 2～4細胞

期卵，多細胞期卵，後期桑実期卵てうぞの種々の発育段肝？の

ものの中に，2～ 5%の割合に連動仔虫期卯を証明する

叉変性卵も認めるが，まだ極めて少い。

6 n Hのものでは， 1例に50%，他の1例に20%の割

合に運動イチ虫期卵を認め，モの他に上記の種々の発育段

l~i·rの虫卵をみとめ，次第に変性卵の割合が用加する。

8口円のものでは，との変性卵の噌加が？ヰ明である。

すなわち ， 卵細胞には大小の~Ifi粒状物や空胞状物が出現

し，色調もil[j・色化し混濁するもの，或は；（；.明に透明化ず

るもの等が現われて，卵細胞はf，司有の形態を失い，或は

卵浪内に充満し，或は遂に萎縮して卵殺の一極に偏位す

るもの等が現われるが，卵伎の変形されるものは少い。

とれらの変性卵は，初期桑実期からも移行する。一方虫

卵結節内て順調に発育し完成した卵内の仔虫は，上記の

ような多少の形態的変化を示し乍ら，マウス体内ても，

m成熟し得る事を示すが，今迄に検索し得／と結果ては，

虫卵結nil内のみならず如何なる部位の卵子ても，組織内

て自ら脱燥し瞬化し得た幼虫は 1例も認める事は出来な

かった。

30円「｜のものの卵内仔虫には，汚1滋ZPJ，濁した色調の大

小如、粒状物叉は油滴状物が出現し全体としても~明に透

明化して，加lln＼.によっ℃も運動を示さないような，種々

。

する事により，との仔虫は活発な運動を示した。 6日1-1

のものは，仔虫を充たす照粒状物も梢細小となり，体の

両端に透明な部牙も現われてくる。 811日のものの卵内

仔虫の皮鞘は，明確に光線を屈折し，体内の刑小照不立に

も，や ~j佐？~たる JJI＝列が見られる。体の前端ぽ透明て、円

味竺帯び，後端はや〉尖る。室詰μ三於いても活発なJill動
を示し，明らかにマウス体内に於いても，イチ虫ほ一定の

成長r-r遂げ得るものと忠われるような所見を得た。

(3）虫卵の運命について

腹腔内に形成される繭慌虫卵結節や小丘状白斑は，3 

円以後の腹腔内には，殆んど常に形成せられている。虫

卵は，必ずしも上記二種の虫卵結節のみを作るものでは

なく ，他の種々な組織にも桜入して，種々の形て被包さ

れるのて、あるか，犬畑虫卵と同織に，便宜上上記二種の

虫卵結節について観察した 3

馬阻虫巾細胞期卵は，豚及び犬畑虫単細胞期卵よりや

〉大きく， 7肢も犬胴虫卵の如く円形て、あるが，卵細胞は

や〉透明で，卵殺は三者のうち最も厚い。

マウスの腹）］空内に馬畑虫単細胞期卵が投与されると，

叫時間円， 48時間［！と経つにしたがって，虫卵は比較的

急速に発育するが，一方生体も直ちに旺伎な反応をおこ

し，種々の細胞の増殖によって虫卵集問を被包し，ζ 〉

、に上記二種の虫卵結節を形成する。

虫

( 148) 
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の程度の変性仔虫の出現を見る。

150日円の例ては，大部牙の仔虫は粗大知粒状物叉は

空胞状物によって充たされ， 透明化し， 不定形に変形

し，或は単一な短伴状となり ，中には萎縮して，あたか

も金米糖の如くになり ， 全く卵~から遊離して， 卵殻の

一極に偏位し，単細胞期卵や桑実期匠から，変性に陥っ

たものと区別がつかなくなる。 との時期ても卵殻のみ

は，豚や犬畑虫卵に見られたように，著明な変形やj』j壊

するものは少くて，卵細胞が消失したものでも，比較的

著明に元の形のま〉虫卵結節内に認め得るものが多ふ。

したがって虫卵結節の内容は，単品！日胞期卵，初期桑実期

卵，後期桑実期卵，仔虫期卵等からの種々の程j立の変性

卵によって充満している。

(4）肉眼的所見の特徴について

馬畑虫卵の場合，腹腔内には，犬畑虫卵に見られたよ

うな顕著な病変は認められない。

腹腔内に形成される繭隊虫卵結卵や小丘状白rx1の色調

が多少黄色叉は褐色味を帯び，形も凹凸のある不＇ 10協の

ものを形成する事が多い。

12～15nと日時の経過したものでも，犬鯛虫卵のよう

な著明な肉芽の増殖は見られず，細い毛様血管の伝1Ji命を

認める程t：えである。

150口IJのものの腹腔内には，まだ多数の上記二種の

虫卵結節があり，特に慣例膜部は，内色叉は帯黄褐色の

粟粒大叉は嬰粟実大の虫卵結節が，斑点状に牙散し，或

ま融合して地図状を呈している。この虫卵結節の外縁に

も細い毛様血管が認められた。

1圧．胸腔への移行経路に関する小実験

とれらの成績によって，虫卵の移行に関しては，畑!H.

卵の種類に関せず，24時間円には上腹部腹膜から1f1'il;M脱

部の前肝間膜及び左右の側肝間膜中に多数が移行し，叉

胸j控中にも縦断洞及び肺門部等にも，相当移行しうると

とがわかった。

と〉て、問題は，虫卵の移行経路，特に腹腔から胸腔へ

如何なる経路を通って移行するかという点である。 ζれ

について，上記の成績から，豚畑虫生卵と死卵との聞に

差異が認られない事がわかったので，硝酸銀て畑虫卵を

黒染して，生体組織と判別して検したととろ，15～30牙

と云う短時間内に，乙れらの部へ移行していく事を知っ

た口

すなわち，次記の通りである。

15牙後 ：虫卵同腹腔内全体に散矯し，一定の排列を示

す事も少い。横隔膜下而にも移行している。
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20好後 ：m1r;1＇，，.＼膜下而の自 lj肝間膜及び倶開干間膜の倣援の

聞に，多数の虫卵が帯状に辿なっている。との間膜から

肝臓上回と仙IA＼~膜膜様部に虫卵は浸潤している。

30分後， 胸腔の心嚢と ， ~｝］膜のぜ1'Jf)1l1＼膜部と述絡する敏

襲に， 十数ケの虫卵集団がある。 叉胸腔からl~；脳膜嘆様

部を透して，前及び側肝間膜等の微震中に多数の虫卵を

透見する事が出来る。

1 時間後 ：！胸腔の縦1;1¥lji同の心嚢襲に十数ケの虫卵が小

集団をなしている。 腹腔ては上腹部腹膜及び依附膜下

回，殊にその中央膜様部と胸打k部附近に多数の虫卵を認

める。

2 n寺間後 ：！日接胸暗から縦1;M洞に達し，注なして，と

の部を精査すると，大動脈及び大静脈管壁に述鎖状にー

列に排列する虫卵を発見した。食道壁には特に認めなか

第 1 図

十・・・・位入部位

1・・・・横隔膜下面（前及び側肝間膜）月子門部、

小網，小腸間膜キ良部 l上腹部

2・・・・大綱，肝臓部 ｜腹膜

3 ....胃牌間膜，牌臓部 J 

4 ....胸腔（縦隔洞，肺門部）

5 … 左下腹部筋）腹筋
6 ....右下腹部筋1

7 ....骨盤睦

8・・・・胸部肋間筋
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ったが，この附近の緩忠良組織中には肺門部に至る迄， ノJ、
数の虫卵集団を所々認めた。

31時間後 ：腹腔全体から上腹部腹膜へと散播していた

虫卵（ま，早くも限局される傾向を示すに 嬰粟実大，粟杭

大の黒色斑点として肉眼的にも認め得る。上腹部腹膜ーか

ら日111~＼~膜下回に多い。胸腔には認められなかった 。

総括及び考案

1. 虫卵の移行について

上記の成績によると，左下腹部の一定場所から，腹腔

内に注入された虫卵は，主として上行して，上腹部腹膜

から横断膜下面の腹膜微震に移行するが，をの他，！腹腔

以外の種々の部位にも移行している。幼虫等の場合と異

り虫卵の場合には，

(1）虫卵の移行した範｜府

(2）モの移行経路及び移行機転

(3）胸腔への移行は如何にして行われるか

c 4)何時頃迄移行し？♀るか，との場合姻虫卵の種類

に上って差があるのか

c 5）その他の部位への移行は如何にして行われるの

方、

~：｝.が主な問題点であろう。

(1）腹腔以外に発見された虫卵の範囲は，胸腔の縦

l¥1"1¥ !fr~及び肺門部附近， 胸部肋間筋， 腹筋（左下腹部， 左

上腹部，右下腹部，右上腹部〉左右のJIU実淋巴節，左大

腿筋上部，脳の脳底核附近，等であった。

(2）従って姻虫卵の移行については，腹腔内に於げ

るものと，腹腔以外の部への移行の場合が考えられる。

一般に非同有組織に胴虫卵がイ弘法する機転について

は，肝臓や陣臓の場合には，安藤(1934），室谷(1929），泉

(1913），石川 (1920），坂口（1952）等は，胆汁や昨液

の樫滞による機械的押込説をもげ， 桂田 (1903),iESU 
(1905），三宅 (1924）等は，血行説を， 叉胆嚢壁の畑

山卵について， 大内（1952），佐藤 (1955）等は胆汁の

哲民？？と胆嚢の吸収力をもげている。これらの文献では，

出卵の移行には，淋巴説と血行説との他に機械的機転が

巧ぼされているものが多い。

腹腔内に於げる畑虫卵の移行経路について， 石川

(1920）は腹腔内腫蕩の手術例のま日見から，大網膜淋巴

1fJJの腫張と，その中に多数の畑虫卵を見て淋巴説を主張

している。著者も上記の成績から，腸間膜淋巴節等に多

数の咽虫卵を認め，叉事膜倣援及び血管周囲に述鎖状に

列ぶ虫卵を屡々見て，腹腔内ては虫卵は，‘主として淋巴

( 150) 
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流によって移行するのではないかと思うのである。とと

ろが木原 (1938）は，家兎の腹腔内に墨汁を注射し，時

間を追ってwr.1斉したが，墨汁はたとえ腹膜腔のどの部長子

に注射されても，必ず横倒膜下に集ってくるとと，史に

1~汁はこの部に分析J している淋巴管に流札とむととを報

告し，叉との研究とは無関係に，人体の腹腔内に造影剤

リピヨドーノレを注射した人があり ，その移動をレン トゲ

ン像により調べて， リピヨドールは，たとえ比訟の大き

なものでも，主力に反して下腹部からぜ！？附膜部に向って

移動することになっていると記殺している。

以上のととから，一定の大きさと重力をもっ虫卵の場

合ても，下腹部から，上腹部腹膜腔の横倒膜下面に移行

し得るととは一応考えられるが，この場合，次の移行機

転も考慮されねばならぬと考える。

(a）多数の虫卵注入による腸管師動の允進

( b ）横目＇•＂.＼膜， 腹筋等の緊張及びill勤の允進

( c) 11皇位内圧上昇

c d）胸腔のI~＼圧

(e）組織間緊張度の変調

cf)乙れにともなう腹腔液〈奴液〉交流の允進

等である。

事実マワスの腹壁の表皮の一部を剥いて、虫卵を注入し

た場合，腸管の激烈な師動充進，及び態縮等を腹筋上か

ら透見する事が出来る。

とれらの機転は，腹腔以外の部へ虫卵が佼述する場合

にも丑要なるな味を有するものと思われる。

(3）胸腔への移行経路については，鍍銀畑虫卵によ

る実験にて観察したように，20～30牙にして既に慌l河膜

下回の前及び側肝間膜中に多数の虫卵が集っており ，叉

胸腔の心嚢と肋膜の間にある微震にも虫卵の小集rnがあ

る。とれら二つの敏援は，横断膜膜様部に述らなってお

り，とれらは心嚢倣襲の虫卵と，何らかの述絡がある様

な印象を受ける。

叉 2時間後の所見ては，大動脈及び大I腎脈の管壁に多

数の虫卵が辿鎖状に列ぶのを見て，これらの虫卵は，大

動静脈周聞の緩疎組織から移行したものではないかと考

えられるのである。

打lりII(1915）は，肺吸虫の幼虫が，犬に於いて杭隔膜

を穿通して胸腔に入る場合，横隔膜の如何なる部位から

も侵入し得るが，特に中央の膿質部に於いて容易てあり

出血乃至高度の痕痕を残さない事を指J向し，叉脳への移

行の場合，大動i弥脈周辺の緩疎組織内在上行ずるものの

如くて、あると報許している。
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虫卵の移行には，とれら幼虫の場合と異なって，一応 ris lumbricoiゆsの単細胞期卵と， 培養しそ完熟仔虫包

自動的要素は考えられないとしても近似の所見が得られ 蔵卵を夫々別個に注入して，単細胞期卵は運動仔虫期卵

た事は興味あるととである。 を完成し，後者の場合は腹腔内て僻化しているのを見て

(4）虫卵が移行し得るのは，遊離の状態にある場合 とれらから自家感染のおそれがあると論じている。

のみて、あって，限局され，完全に被包されると移行が終 組織内に於いて，各種畑虫卵が発育し得る場合につい

了するものと考える。したがって上記の成績から，死卵 て，一般に考えられる因子を上げてみると，

の場合が最も早く ，生卵の場合には，犬姻虫，馬姻虫，豚姻 虫卵側の因子

虫のII慣に虫卵の体内移行は終罵するのではないかと思わ 1) 姻虫卵の生理的発育能の強弱

れる。豚畑虫単細胞期生卵ては 7～ 8日自のものでも， 2) 畑虫卵の発育の速度： 28~0 人工培養時に於げる

まだ1ケのみ遊離した虫卵を認めたが，犬姻虫単細胞生 I. V. D （発育指数〉の 400に達するのは，豚畑虫卵

卵ては， 48時間目のものは完全に被包化せられている。 11日，犬姻虫卵 7日，馬畑虫卵4日てある。

(5）と〉て， 腹筋や胸筋や脳への移行が問題とな 宿主側の因子

る。上記の成績に於いて，腹筋には常に認められ，組織 1) 体温 ：との場合，マウスの体温は38°0～40POと云

学的検索によって，三層の筋肉層の聞の緩疎組織，すな う虫卵の発育には不適当な温度域てあるとと。

わ！）タ卜筋周膜とタ卜筋周膜の聞に多く見られる。叉注射部 2) 生体の種々の反応機転 ：すなわち，体液的及び組

位の左下腹部に多く，時にとの部に虫卵結節を作ってい 織的な侵袈を受けるというとと，等てあらう。

る事もあり，注射時の創口から侵入する場合も充牙考慮 上記の著者の成績では，マウス体内に於いて，豚及び

されねばならない。 犬畑虫卵の場合は，初期桑実期以後の発育が阻止され，

叉一方胤践淋巴節にも畑虫卵を認め，叉筋層と腹膜は 馬畑虫卵のみが運動仔虫期卵を完成したが，との場合て

多くの血管，淋巴管，神経等によって貫ぬかれているで も 100%と云う仔虫完成率を示さなかった。とれらの場

あらう。いづれにせよ，腹腔内圧の上昇，組織の緊張索 合，自然界や培養の場合とは違って，とれら宿主側の因

引等の機転による虫卵の搬入も充号考えられる所てあ 子が，卵の発育に抑制的に作用しているものと考えられ

る。叉何らかの機転によって血管中に虫卵が侵入すれば る。叉馬姻虫卵のみが運動仔虫期卵を完成したと云うこ

各所への移行も可能てあると思われる。 とは，馬畑虫卵の生理的発育速度が非常に速しために

2. 虫卵の発育について とれらの宿主の影響を受けるととが少ないのか，叉は馬

恒温動物のマウス体内異所て豚，犬，馬各種姻虫単細 蜘虫卵のみが，マウスの体温や生体の反応機転に抗し得

胞期卵から発育し得た限界は，上記の実験結果から，豚 る性質があるのか，とにかくとの発育の事実は種々の輿

及び犬姻虫卵の場合は初期桑実期迄て，馬畑虫卵のみが 味ある問題を提供するのである。

8～6日に於いて20～50%の割合に運動仔虫期卵迄の発 著者は，これらの異所に於ける姻虫卵の発育に関し，

育を示した。そしてとれら体内に於ける卵の発育につい その後実験を重ねて，後報に詳説する如く ，その発育を

て，卵細胞数の少い間における発育の速さは，30PO培養 抑制する因子のうち，先づその体温の影響を考慮して，

時に於ける場合よりも一般に速い様である。 30?0～32?0室温の蛙の腹腔，及び25PO～32?0水温の金魚

宿主体内異所に於げる姻虫卵の発育に関して， 安楽 の腹腔内に，豚畑虫単細胞期卵を投与して，との豚姻虫

(1924），室谷 (1929），石川 （1920）等は，人体の解剖例 卵の場合ても仔虫包蔵卵を完成するのを見ている。と〉

について肝臓或は牌臓等の虫卵結節から 2～8細胞に迄 て Makai及び Africa等の報告は，いずれも重症の姻

発育した畑虫卵を記載しているが，一方 Makai(1922) 虫感染者であるととに注目する必要があると思われる。

は重症の肝臓膿蕩を手術した際， 肝切開部より 8～6 自家感染の問題を論ずるには，既に記した様に，生体

cmの5隻の姻虫と全く成熟した卵を見て，仔虫包蔵卵 内て完成した卵内の仔虫が，なお一定の成熟を遂げて感

の形ても肝臓に侵入し得ることもあるのではないかと推 染力をも！）， しかも瞬化するととが必要である。 吉田
論し，叉 Africa,Garcia (1936）は約1000隻の重症姻虫寄 (Hl23），大場 (1923），村上 (1931）は， 培養した人或

生による穿孔性腹膜炎にて死亡したー婦人の，腹腔中の は豚姻虫卵を用い，豊田（1931）は犬姻虫卵を用いて，

真珠様小結節中に，多数の運動仔虫期卵を認めた事を報 をの培養成熟卵を夫々モルモツトの皮下及び腹腔内に注

U，叉更に Africa,De Leon (1938）は猿の腹腔にAsea・ 入して，これらの腸管以外の場所に置かれた場合ても騨

( 151) 
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化し得ると報告し， Africa, De Leonも猿の腹腔に豚

姻虫成熟卵を注入して，同様の所見を報告している。

著者の成績では，豚姻虫完熟仔虫包蔵卵に於いて，少

数例であるが，マウスの腹腔内て牌化し得るのは甚だ例

外の場合に属するのではないかと思われる様な所見を得

た。叉運動仔虫期卵に迄発育した馬姻虫卵の場合ても，

Cの卵内の仔虫は，なお一定の成熟を思わせる様な形態

的変化を遂げ得るが，今迄の検索ては，との運動仔虫期

卵からも解化し群走する仔虫を検するととは出来なかっ

た。

乙れら各種姻虫単細胞卵の宿主体内異所に於ける発育

及び解化に関する研究，及びそれらの因子を追究すると

とは，自家感染及び経気道感染等の重要な問題と関連し

て興味がある。

3. 虫卵の運命について

上記の成績から，マウスの腹腔内に注入された畑虫卵

は，或程度体内を移行しても，その殆んどのものは間も

なく ，生体組織の旺盛なる反応機転によって被包され，

結局と〉て変性，崩壊して，遂には融解，吸収されると

いう運命をたどるものと思われる。

腹腔内に形成される虫卵結節について，著者は，「小丘

状白斑」と「繭様虫卵結節」の二型を区別しそ。前者は

特に臓器等に固着した増殖性の結節て，後者は説離した

可働性の嚢腫様の小結節として認められるものである。

勿論両型は劃然と区別されるものでなく，両者の移行型

もあれば，混在している場合が多く ，形態も大きさも，

区々であるが，便宜上二型を区別し，主としてこの虫卵

結節内の姻虫卵について運命を追究した。

各種姻虫単細胞生卵を注入した場合，cれらの虫卵結

節内に見られる畑虫卵の形態について，少くとも 8～5

日以上経過したものについては，次の 6期のものが区別

出来る。

1, 単細胞期

2, 初期桑実期（分裂期，多細胞期〉

3, 後期桑実期，及び蝋斗期

4, 運動仔虫期

5, 虫卵変性期

6, 卵殻期

上記の成績からマウス体内に於いて， i馬畑虫卵の場合

のみにこれら全期のものを同時に見る事が出来るが，豚

及び犬姻虫卵の場合tこは， 3, 4期像を見る事が出来な

し、。

7，叫 8日目の虫卵結節内には，これら一方に発育し，

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 2号

叉一方には変性に陥っていく種々の虫卵像を同時に混然

として見得るが，尚日時の経過するにつれて，各種発育

段階から移行した 5～6期像の増加が著明にな’る。した

がって虫卵結節内の発育卵及び変性卵等の状態から，あ

る程度虫卵結節の陳旧度を推定する事も可能である。

胴虫卵の変性像については，柑｜！沢（1955）の詳細な記

載がある。柳沢は人姻虫感染者の糞内の姻虫変性卵につ

いて，単細胞期卵の場合，卵細胞の頼粒化，萎縮，転位

胞形成，透明化，変形，崩壊等に分類し，叉初期桑実期

卵，後期桑実期卵についてもその変性像は，概ね単細胞

変性形態に準りて牙類し得ると述べている。著者の観察

した組織内畑虫卵の変性形態も，概ねとの牙類によって

表現出来得ると思われる。ただ，組織内ては卵殻も圧縮

され，卵全体の変形，離断，萎縮等も認められる。 cれ

は犬姻虫卵の場合に特に著明てある。

犬姻虫卵ては，卵細胞に大小の頼粒や空胞状俸が出現

すると間もなく卵全体が楕円形に変形するものが多く，

叉透明化が著明である。馬姻虫卵の場合にはとのような

卵殻の変形形態はあまり見られない。これらは卵殻の構

造の差によるものと思われる。佐藤 (1955）は組織内人

姻虫卵の組織像について，大内型〈大内が称えた異常型〉

と正常型に牙けて記載している。

叉一方マウス体内て順調に発育して運動仔虫期卵を完

成した馬阻虫卵等の場合，或条件下に於いて生体内て卵子

化し感染せしめ得るかは，尚今後充牙に検討を要する問

題である。

叉各種掴虫卵のとれら異種組織内て生存せしめ得る限

界は， 投与された虫卵数， 宿主の個体差， 姻虫卵の種

類，虫卵の生命力の強弱等に関与すると思われるが，こ

れらに関し目下検討中である。

腹腔内の肉眼的所見は，畑虫卵の種類によって多少異

なっている。犬畑虫卵の場合が，その病変は最も顕著で

次いで馬姻虫卵，豚姻虫卵の順である。豚姻虫卵の場合

ても，生卵の場合と死卵の場合には著明な差が認められ

る。 虫卵結節の周囲には，いずれの場合ても， 12～13日

頃には細い新生血管の畳輸が著明であるが，犬姻虫卵の

場合には，著しい肉芽の増殖て肉腫憶に見える事も屡々

である。いずれにせよ，との頃には，旺盛な器質化の機

転が著明である様に思われる。

むすび

マウスの左下腹部の一定部位から， 腹腔内に，豚，

犬， 馬等の各種畑虫単細胞期生卵， 豚阻虫仔虫包蔵期

( 152) 
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」m，豚畑虫死卵等を注入して．主とレて，これらの異所

に置かれた虫卵の態度並びに運命，及び宿主の反応につ

いて，時間的経過を追って観察し，次の結果を得た。

(1）虫卵の移行について ：注入した虫卵の大部牙は

上行して，主として上腹部腹膜及び横隔膜下面の腹膜微

震中に移行し，一部は更に胸腔中に移行している。叉腹

筋，肋間筋等の筋間結合織中にも認められた。

(2）虫卵の発育について ：豚畑虫，及び犬畑虫単細

胞期卵は，マウス体内て初期桑実期に迄発育し，馬畑虫

単細胞期卵のみが，運動仔虫期に迄発育した。この馬畑

虫運動仔虫期卵もマウス体内て僻化したものは見られな

かった。

(3）虫卵の運命について ：投与され各種姻虫生卵

は，腹腔内て早晩被包されて，多くは虫卵結節を形成す

る。 とれを増殖型の小丘状白斑と，装腫型の繭様虫卵結

節とに好けて観察し，主として，乙れら二種の結節内に

於ける姻虫卵の運命について追究したが，今迄の観察結

果ては，との中て発育したものも，しないものも，結局

は虫卵は変性し， 崩壊， 吸収されていくようにみられ

た。

(4)腹腔内に於ける病変，及び虫卵結節形成等の場

合に見られる虫卵の被包傾向及び宿主の反応の程度は，

姻虫卵の種類によって差がある。犬姻虫卵の場合には最

も強く ，馬姻虫卵， 豚姻虫卵の）｜恒てあった。

c 5）胸腔への虫卵の移行経路を知るために，鍍銀畑

虫卵を用いて，実験を行ったところ，20～30牙にして上

渡部腹膜及び横隔膜下面の敏襲から，胸腔中に認められ，

叉2時間自のものは縦隔洞の大動静脈管壁に虫卵が連鎖

状 に連なるを見た。

とれらについて若干の考察と推論を試みた。

終 りに臨み，本研究の御指導並びに御校聞を賜わった

恩師森下葉教授に深謝し， 終始御鞭撞御助言を戴いた伏

見純一博士，並びに荘保忠三郎博士に衷心感謝の意を捧

げ る．
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Summary 

It is well known that human ascaris may often 
migrate from the intestine, its original location, 
into various erratic places where they伺 n live at 

( 154) 
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least for a short time, and in the cases with female 
worms, the eggs may be laid. As to the fate of 
the eggs thus placed in the tissues or closed organs, 
it is commonly accepted that they might be killed 
by mobilized cells before they can reach maturity. 
Notwithstanding this common knowledge Africa and' 
Garcia (1936) offered a problem on the possibility 
of auto-infection by such eggs as they observed the 
presence of the embryonated eggs in the peritoneal 
cavity of a woman dyeing from heavy ascaris in・
ection. Furthermore, Africa and Leon (1938) proved 
experimentally this finding in monkeys. 

For the purpose to reproduce their五ndingand 
to clear up the factors responsible for such pheno-
menon, the present author carried out a serial ex-
periment with monocellular eggs of Ascaris lumb-
rzcoides, T oxocara canis, and Parascaris equorum, 
which were inoculated into brain, peritoneal cavity 
and muscle of thigh of mice, and followed for their 
fate. This paper deals with the result of experi-
ment on the eggs inoculated into peritoneal cavity. 

Regarding the developmental ability of the eggs, 
some of them were found in the stages till to the 
early morula in Acsarzs lurnbrz"coides and Toxocara・

canz"s, while in Parascarzs equorum many reached 
embryonated stage within 3 to 6 days, although 
no hatching out was confirmed. The eggs, irresp--
ective of species, were found at peritoneum of an-
terior part of the peritoneal cavity and even in、
the thoracicαvity. In the latter cases streptococcar 
arrangement of the eggs were often encountered1 
along large vessels in the mediastinal room. Rarely 
some were seen also between thoracic or abdominaf 
muscle lasers. The intensity of the tissue reaction 
against inoculated eggs was different according to-
species, being observed in order of T. canz・s, P. 
equorum, and A. lumbricoides. The eggs surro・
unded by reactive tissue may sooner or later und-
ergo degeneration and be finally absorbed, irresp・－
ective of their developmental stages. 

As mentioned above, the experiment did so far-
not prove the possibility of auto-infection by eggs 
placed outside the intestine, but the author should 
like to retain the conclusion for the following 
reports. 
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．写真説明

1. 腹筋中に於ける犬畑虫卵の圧平標本，筋束に沿

って数珠状に配列す. 24時間自のもの.670×． 

2. 肋間筋中に於ける犬蜘虫卵の圧平標本.4日目，

120×． 

3. 横隔膜中に於ける犬姻虫卵の圧平標本．矢印は

変性卵. 120×． 

4. 腹筋中の豚姻虫卵， 8日目，透明な被膜により

被包される. 120×． 

5. 腹筋中の犬姻虫卵， 12日目， 120×．

6. マウスの横隔膜下面の小丘状白斑，矢印にて示

す，馬姻虫卵， 150日目．

7. マウスの横隔膜下面の小丘状白斑，矢印にて示

す， 150日目．

8. 繭様虫卵結節，豚姻虫卵， 100×．

£』
';z:3;' 

日本学術会議第5期会員選挙について日本学術会議中

央選挙管理会稲田正次委員長より下記の通知があり，大

会開催叉は機関紙発行の機会に会員各位に周知徹底する

よう依頼がありましたので、お知らせ致します。なお登録

用カード及び異動届は選挙管理会に御連絡下さし、。

記

1. 選挙期日および選挙権，被選挙権について

従前の選挙期日より 20日早く，本年11月20

日に，日本学術会議第5期会員の選挙が行なわれ

ますが，選挙し，または選挙されるためには，日

本学術会議事務局に備えた有権者名簿に登録され

る手続をとらねばなりませんO

2, 選挙規則改Eの要点について

今般日本学術会議会員選挙規則の一部が改Eさ

れましたから，特に下記事項に御留意下さし、。

1 第 4期（昭和31年の選挙）有権者の登録手続

第 4期の有権者であった者は，引続き次回選挙

の有権者となるために，あらためて登銀河カード

を提出する必要はなくなりました。第4期有権者

については，第5期会員選挙のための資枠審査を
第 4期会員選挙の際提出された登録用カードによ
り行な＂＇•その結果不認定となった方には，不認
定通知を既に発送しました。それ以外の第4矧有

権者はすべて認定されていますから，今回あらた

めて登録の手続をする必要はありませんO

しかし，第4矧に登録されている所属以外の部
または専門で、第 5矧の登録を求めようとする方

は，「第5期の登録に際しては，現在の所属部また

は専門への登録を希望しない旨」の申請書（本人

が署名押印のこと）を添えて，きたる 5月8日ま

で、に，次の 2項に準じ新たに登録を求めて下さい

( 157) 

9. 繭様虫卵結節， i馬虫回虫卵ラクトフ ι ノーJレで透

徹したもの， 100×．

10. 繭様虫卵結節，豚虫回虫卵，切片標本．

11. 繭様虫卵結節を圧平して，犬姻虫卵の変性，崩

壊しているイ象者「示す， 670×．

12. 小丘扶白斑，犬虫回虫卵，圧平標本， 670×．

13. 組織内で完成した馬姻虫仔虫包蔵卵， 3日目の

もの， 1500×．

14. 組織内で完成した馬姻虫仔虫包蔵卵， 8日自の

もの， 1500×．

15. 腹筋の三層の筋肉層の筋間結合織中に於ける豚

虫回虫卵， 120×． 

16. 腹筋の筋肉層に侵入した豚姻虫卵， 120×．

言己

2 第 4期有権岩以外の有資格者の登録手続

第4期有権者以外の有資格者が新たに登録を求

めようとするときは登録用カ｛ドを随時提出でき

ます。但し，第5期会員選挙の有権者となるため

には，きたる 5月8日までに本管理会に同カ戸ド

必着するように提出しなければなりませんO

5月9日以後に到着した登録用カードは，本管

理会で整理保管して，次回（昭和 37年）の会員選

挙の登録用カードとして取扱います。

3 有権者の異動届

有権者は，氏名，現住所，本籍地，勤務機関お

よび職名，勤務地のいずれかに異動があったとき

は，その都度直ちに，本人から直接様式第ーによ

り，本管理会に届け出なければなりません（本人

死亡のときは遺族より）。もしこれを怠るときは，

選挙権を行使できないことがあります。投票実施

後もこの屈は励行して下さし、。

3. 登録用カード用紙の請求について

1 登録丹jカード用紙の請求は｛同人ごとに詰求する

建前になっていますから，様式第二により葉書で

本管理会宛に請求して下さい。
2 使宜上大学，研究機関に対して，第4矧有権者

以外の有資格者の名簿提出を依頼し，その提出さ

れた名簿に基き本管理会より登録別カード用紙を
各人あて送付します。従って，本管理会より名簿

提出を依頼された大学，研究機関に現在勤務して

いる方は，なるべくその所属機関を通じて登録用

カ｛ド用紙を請求して下さい。

この際大学，研究機関からの各簿による登録用

カード用紙の請求と個人請求とが霊複しないよう

特に注意して下さい。




